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１．研究の意義と目的 

 近年、さまざまな要因から、家族の「個人化」

という現象がひろがり始めている。「個人化」

とは、家族として一住宅内で共同居住している

が、個々に社会関係を築き生活している状態の

ことである。通常、家族には個人という領域の

前段階に家族の領域という共通の認識領域が

あり、プライバシー性あるいはパブリック性が

考慮されていた。しかし、「個人化」に伴いそ

れらの空間領域も保証されないものになると

考えられる。更に、社会への接点は家族の構成

員の数だけあり、外来客の種類も相応に多様で

ある。そうした場合、住宅内におけるプライバ

シー・パブリックの領域はどのように決定され

るかは、現代の住宅設計における大きな課題で

ある。 

 本研究では、外来者の視点からみた住宅の空

間領域について検証する。外来者の行為は、住

宅内におけるパブリックの領域を判断できる

と考える。現代の生活様式の変化とともに住

宅の空間領域がどのような形式をとってい

るのかを、現代の住宅作品を対象として考察

することが本論の目的である。 

２．研究の方法 

２．１対象事例 

 検証事例は、「ギャラリー・間」創立 20 周年

を記念し、「住宅」をテーマとした展覧会・講

演会を開催した際に、記念出版物として発行さ

れた、「日本の現代住宅 1985-2005」（註１）に掲

載された住宅作品127事例から、家族構成が「夫

婦」となっている 22 事例を対象に、分析を行

う（表１）。 

 「夫婦」は単身を除く共同居住を行う最も小

さな家族構成単位であり、外来者の視点から検

証する際、他の家族構成に比べ、より明解に領

域構成を顕在化できると考えられる。 

表１.「夫婦」という家族構成をもつ住宅事例 

 

２．２外来者の行為レベルと領域の設定 

 外来者の行為には、居住者との信頼・親密関

係に応じた行為レベルがあり、住宅内には外来

者を受け入れるための、行為レベルに対応した

設えが存在すると考えられる。 

 外来者の行為レベル（註２）は、会話などの「住
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宅内の設備機器を使用しないで行う行為」をは

じめ、「食事」、「宿泊」といった大きく３種類

のレベルで分類できる（註２）。設定した外来者

の行為レベルと、行為に対応できると考えられ

る室名称を事例中から抽出し以下に示す（表２）。 

表２.外来者の行為レベル 

 

 倉庫などの収納部や洗濯室、テラスなどの屋

外空間は、外来者が使用することのないか、あ

るいは他室の補助的な空間であると推察され

るため外来者を受け入れる領域外とする。 

 寝室、主寝室、寝室ロフト、ベッドルームは

夫婦で１室という事例が、全 22 事例中 20 事例

（表１）みられた。よって本稿では、夫婦で 1

つの寝室を使用すると仮定し、和室や夫婦の寝

室以外の個室は、他の目的のために設えられた

室として分析を行う。 

 子供部屋は、将来的に子供の寝室となること

が予期されるため、行為レベル対象外とする。 

２．３領域区分図作成の行程 

 住宅内の領域区分を明解にするため、以下の

A~C の手順により空間配列、及び領域区分図

を作成する。図式構成要素には表２の行為レベ

ル及び記号を用いる。 

A.設計図から空間配列の構成要素となる室、動

線（表 2）を各階ごとに抽出する。 

B.設定した記号を用いて、積層された構成をも

つ事例も同一平面上に列記し、空間配列図を作

成する。 

C.表２で作成した領域レベルを B の図式に当

てはめ、領域区分図を作成する。 

 図式の作成行程を図１に示す。 

表３.空間配列の構成要素と記号 

 

 



図１.空間配列図・領域区分図の作成手順 

 

図２.領域区分図による分類 

３．領域区分図による分類 
 作成した図から分析した結果、全22事例は、

「行為レベル１先行型」、「行為レベル２先行

型」、「選択型」、「複数エントランス型」、「領域

レベル２・寝室一体型」、「非限定型」の６項目

に大きく分類した。図 2 に各分類の参考例を 1

事例ずつ示す。 

３．１「行為レベル１先行型」 

 この型は、行為レベル１に属する室空間に最

初に入っていく型であり、特徴としては、家庭

生活空間に進入することなく外来者を接客で

きる点である。但し、事例 10、17 は、トイレ

を行為レベル１内に設置されていないため、領

域を越えて進入する可能性がある。事例 8をみ

ると、ギャラリーにトイレ、キッチン、バスル

ームが近接して配置されている。これは、就寝

する寝室を除く家庭生活を行うすべての空間

を、接客空間に用いている可能性が考えられる。 

３．２「行為レベル２先行型」 

 この型は、行為レベル２に属する室空間に最

初に入る型であり、特徴は、家庭生活の中心で

あるリビング・ダイニングが玄関と隣接して配

置されている。そのため、家庭生活と接客空間

は共用することになり、外来者と居住者の親密

度の程度が外来者を受け入れる空間を決定す

る。ただし、事例 15 では、リビング・ダイニ

ングが 1 階と 2 階に１室ずつあり、それぞれに

トイレ・キッチン・バスルームが使用できるよ

うに接続されている。これは、１階だけで宿泊

以外のサービスを全てふるまうことができる

ため、プライバシーを保持しながら、接客空間

を構成していることが考えられる。 

３．３「選択型」 

この型は、玄関からの進入を２つ以上選択でき

る型であり、領域レベルごとに、③ー１「行為

レベル１or レベル２選択型」、③ー２「行為レ



ベル２or レベル３選択型」、③ー３「行為レベ

ル２or 寝室選択型」の３つのタイプに分類で

きる。 

 ③ー１、③ー２に該当する 3 事例は全て、互

いの空間に進入することなくトイレを使うこ

とができる。これは居住者と外来者との親密度

に応じて受け入れる領域を選択しやすくなる

と考えら 

れる。 

 ③ー３に該当する事例は、寝室を他のすべて

の空間と分けることで、寝室のプライバシーを

確保しながら住宅内における領域の自由度を

高めている。 

３．４「複数エントランス型」 

 この型は、２つ以上の領域空間に玄関があり、

プライバシー性の高い空間にまったく関わる

ことなく接客が行える。そのため、外来者を受

け入れる領域を最も制御しやすい構成となっ

ている。しかし、行為を完全に分けるため、居

住者にとって不便を強いる可能性がある。 

３．５「行為レベル２・寝室一体型」 

 この型は、就寝を含む全ての行為が一空間内

に設定されている。つまり、住宅内がすべて接

客空間となるか、あるいは外来者を進入させな

い可能性がある。該当事例の事例 12 の場合、

屋根があり、テーブルも置いてある風除室が玄

関手前に設置されているため、ここで接客が行

われることが推察される。 

３．６「非限定型」 

 特徴は、室名からは行為が想定できない空間

構成の型であり、行為を限定されないため、住

宅に本来求められる行為や用途に限らず、さま

ざまな活用手段が考えられる。しかし、それに

は多様な使われ方を考慮に入れた規模や設備

配置が必要となる。つまり、この様な場合、空

間のプライバシー・パブリック性は住み手の能

力に委ねられる割合が大きくなると推察され

る。 

４．結論 

 一般に、戸建て住宅は、施主の要求に対して

計画・設計される。そのため、生活様式に規制

はなく、個別解的な建築物となり、「個人化」

のすすむ現代では空間領域を明解に捉えるこ

とは困難である。しかし、本稿の外来者の視点

からみる領域構成の分析によって、「夫婦」と

いう家族構成をもつ住宅のみの検証であって

も、外来者を受け入れる領域にはいくつかの類

型があることがわかる。 

 居住者ではない、いわば第三者の視点から住

宅の領域構成を検証していくことは、多様化の

進む現代の日本人の生活様式とそれに対応し

た空間をみるのに必要な視点のひとつである

と考える。 

 夫婦以外の家族構成をもつ住宅の領域構成

の分析ついては今後報告の予定である。 

註 

１．「日本の現代住宅1985-2005」は、日本における数種類の建築雑誌

バックナンバーに掲載されている住宅事例から、時代背景に基づいた

作品事例を選び、それらの写真や図面を紹介している。したがって建

築家によって発表された作品が網羅されているといえる。監修は石堂

威、小巻哲、小島一浩、千葉学、淵上正幸らが務めている。 

２．この場合の行為とは、設計時に予め設定されたと思わ

れる行為のみをさす。例えば、「ベッドルームで食事をす

る」といった行為は除外する。 
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